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「世界子ども水フォーラム・フォローアップin東京2011実行委員会」を組織

実行委員が直接指導



丸一年がかりのプロジェクト

第一回 ４月６日

募集期間：４月７日～５月２５日
水の作文
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全国から５９の応募

６月９日
第二回実行委員会にて

３２人の中高生を選抜

2011 2012

A M J J A S O N D J F M参加者選抜



32 人の中高生
2011 2012
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大学生１４人は、
ファシリテーターとして
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うち５名は、中高生時代に国内大会に参加経験あり



継続が生み出す効果

メキシコ大会での日本代表
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世代間の共有が生まれる！

イスタンブール大会での日本代表

2011 2012
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ファシリテーター講習会

７月９，１０日

アイスブレーク方法

Eボートの組み立て方等

2011 2012
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2011 2012

A M J J A S O N D J F M国内大会は、夏休みに開催 ８月２－４日 ２泊３日



5 Groups
5 Water Issues

August 2nd
2011 2012

A M J J A S O N D J F M

Find out the
SOLUTION!

水災害 体験活動

水環境 水資源

水文化



８月２日

2011 2012
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アイスブレイクの様子

議論

墨田川でのEボート体験

８月３日

ファシリテーターである大学生が会議を運営・進行



８月４日
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グループでの
プレゼンテーション

実行委員による
選抜

６人の子どもが代表候補に



６人の候補者
世界大会への準備ができるか？
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１０月２９、30日

2011 2012

A M J J A S O N D J F M第一回 勉強会

東京学芸大 吉冨准教授
（実行委員）による講義

プレゼン準備 （日本語）

イスタンブール大会の
経験の共有



2011 2012

A M J J A S O N D J F M第二回勉強会（英語）

東京大学沖教授（実行委員）
による英語での講義

ネイティブの英語先生による
英語でのプレゼン準備

フランス語講座

１月８、９日



世界水フォーラム 世界子ども水フォーラム 国内大会

1997 1st

2000

2003 2003

2nd 2004

2005

2006 2006

3rd 2007

2008

2009 2009

2010

2011

2012 2012９回の国内大会で

403 中高生
116 大学生

50fromJapan

7fromJapan

6fromJapan

6fromJapan

メキシコ

京都

マルセイユ

イスタンブール

河川環境管理財団
子どもの水辺サポートセンターが事務局

109人32カ国

107人29 カ国

150人21カ国

Children’s Solution!
Let’s Discuss 
on  Water
15th March11:00-13:00

2015

2011 2012
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今回は“子ども水フォーラム”は開催されず
公式セッションをリクエスト



Children’s Solution!
3月14日 13:00-14:20      日本パビリオン
3月15日 11:00-13:00      公式セッション

Yuriko : How to decrease the victims of           
Water‐related Disasters

Miho : Hands‐on activities at the river

Yuki : Living together with aquatic life
Ken : River Connect Us
Rie & Souta : Water Conservation is Part of 

Japanese Culture

2011 2012
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3月1日 派遣
について
記者発表

派遣者も情報発信

3月7日 榊原 純夫・
半田市長に出発の報告

3月7日 北海道新聞
函館版

3月2日 毎日新聞
北九州版

国交省記者クラブに投げ込み
財団WEBページ開設



ストリーマー

配布資料

3月13日 韓国水フォーラム主催の水教育セッションで
今回の取り組みを紹介
（韓国は２０１５年の世界水フォーラム開催国）



Facebook を立ち上げ、現地から子どもたちが
随時情報発信
「いいね！」１００を目標に！！

http://www.facebook.com/cwwf.followup



3月14日 日本パビリオンでの発表の様子
国交省佐藤技監、石川審議官など多くの方々に参加いただきました！

「水と文化」ワークショップに参加の
フランスの小学生とエール交換

ミスジャパン水の天使 から
激励をいただく

日本パビリオンの集客に貢献！！
10分間の英語でのプレゼンテーション



3月15日 公式セッションでは、浴衣、道着、法被など
日本をアピールする衣装で発表。

約５０人（主催者推定）の参加者との間で熱心なディスカッション

セッションに来ていただいた石川審議官参加いただいた方々に団扇をプレゼント



たくさんの人々と交流しました。

プロジェクトWETインターナショナル
副代表 John Etgen氏

ユネスコ-IHE Institute for Water Education
NAGY Andras氏

昼食会場でトルコの
エンジニアの方と

ハイチ、マリの参加者（ユース）と



3月15日 「水と災害」ハイレベルパネルに参加

「水と災害」ハイレベルパネルについて 小林夕里子

私はchirdren's solutionで津波などの水に関する災害について発表をしました。その

中で、私は中高生の活動として勉強会を開くことを挙げました。多くの人に災害の危険
性を伝えることは非常に重要であると思います。しかし、皇太子殿下のプレゼンテーショ
ンを見て、教えている内容をもっと深めることができるのではないかと考えました。
今回のプレゼンテーションでは、歴史から学ぶことが一つの解決策(solution)であるこ

とが分かりました。私はチリで起こった津波が日本に到達したことは知っていましたが、
そのことを誰かに伝えようとはしませんでした。さらに、その津波は私たちが生まれる
ずっと前に起こったもので、最近の若者にはあまり知られていないに思えます。

ですから、このように津波の歴史を勉強会で教えることが必要であると感じました。そう
すれば、多くの人にもっと深い知識をもってもらうことができます。歴史を教え、津波が
起こったときに誰も犠牲がでないような災害の備えができればいいと思います。



「水と災害」ハイレベルパネルについて 田中美穂

今回、「水と災害」ハイレベルパネルという、とても中身の濃いお話や、ディスカッション
を聞かせていただきました。

このパネルでは、様々な意見や解決策などができ、少し難しいお話かなと思う時もあり
ましたが、幅広い知識が得られました。

私は、いろいろな方々のお話を聞いている時、観点や視点という言葉がとても印象に残
りました。

自分の今できる力をすべて出して、世界の水のために貢献するためには、観点や視点
の幅を広げ、違う分野で活躍しているたくさんの方々と協力し合いながら活動をしてい
かなければならないという意見には、とてもうなずけました。

今までの偏見にとらわれず、マルチの観点で世界の仲間と活動することは、私が水
フォーラムに参加するまでのフォローアップ大会や、勉強会でのたくさんの仲間とのディ
スカッションの経験から、とても大切なことだと賛成します。

私の解決策として、これからもこのような活動を継続し、水フォーラムでの経験を生かし
たいと思っています。
今回のパネルに参加できたことを、とてもうれしく思います。
ありがとうございました。



「水と災害」ハイレベルパネルについて 重政祐貴

3時間という長い時間ながら大変面白い内容で聞き入っていました。

残念ながら皇太子さまのお話はビデオでプレゼンとなってしまいましたが、大変貴重な
お話、プレゼンを見させていただきました。

やはり、日本の東日本大震災においての対応は各国の注目の的でした。日本人として
改めて誇りを感じました。
討論中、“協力”の二文字が印象に残りました。

水問題の解決において、またそのほかの問題解決においても“協力”は最も大切なこと
だと思います。
絆という科学では説明できないことこそ大切なことなんじゃないかなと思います。

また、救援活動をしたくてもできないという現状が少なくないようで大変共感できました。
今回の震災においても僕（たち）は東日本へボランティアへ行く機会がなくやるせない思
いをしていました。
そういう現状を打破することも、水害対策、防災に対し重要な手立てだと思います。

何より大切なのは行動力と、各国での活動に対する理解だと思います。



「水と災害」ハイレベルパネルについて 仲野健太郎

私はパネルディスカッションに参加して、防災・減災のためには皇太子様がお話しされ
たように、人々が災害について多くのこと過去から学び、備えていく必要があると感じま
した。近年の異常気象でどこでも災害は起こりうるため、すべての人が災害について人
ごとと考えずに自らのこととして認識し、災害発生時に備える準備が必要だと思います。

全員が災害について認識するためには、小さなうちから学校教育などの中で過去の災
害についての知識を得て、今後発生する災害に備えておかなければなりません。私自
身、中学校に入って水に関する活動を始めるまで災害などについても全く知識がありま
せんでしたし、私の友達もほとんどが全く災害の知識を知りません。だから、小さなうち
から目の前に迫っていることについて、真剣に、興味を持って考えるために、これからの
未来を担っていく子供たちが災害について継続して学び、行動を起こしていける環境を
私たちが作っていかなければならないと思います。



「水と災害」ハイレベルパネルについて 松崎理恵

日本は今、世界から注目されています。とても巨大な地震があった後、いかに回復していくかが注目されていま
す。

皇太子殿下の話の中で、印象に残っている言葉があります。それは"Learning from history is essential 
when addressing mega-disasters because similar events can be found only after a long span of 
time."です。この後に皇太子殿下は貞観地震を、過去の巨大な地震の例としてあげられました。日本は貞観地
震から何かを学び、次の災害を防ぐために何かを行ったのでしょう。

ではなぜ、日本は東日本大震災を防げなかったのでしょうか?私はそれは、日本全体が"平和ぼけ"しているから
だと思います。"日本で地震は起こらない、起こったとしても日本は大丈夫だろう。"という気持ちで、solutionを考
えても役には立ちません。だから今回もこのような大きな被害になったのだ、と私は考えています。

世界で環境問題や貧困問題が起こっている中で"日本は大丈夫だ"と国民が真剣に考えないのはなぜなのでしょ
う?特例国債を発行し続けている、総理大臣の支持率は低い中でもなぜ、"日本は大丈夫だ"と平然と生活できる
のでしょう?
このような日本の現状を変えるためには、日本はきっかけが必要でした。今回の東日本大震災が、今の不安定な
日本を変えるきっかけになることを信じています。

日本特有のくせである、口約束は卒業しましょう。日本の文化である"思いやり"で東日本大震災を乗り越えつつ、
世界で起こっている問題にも真剣に目を向けましょう。
そして初めて日本は"build a safer and better future for all"を、達成できたことになると思います。

皇太子殿下の話を聞くことができて、幸せでした。貴重な経験を、ありがとうございました!!心から感謝しています。



「水と災害」ハイレベルパネルについて 作道 奏太

私は、このパネルディスカッションに参加して、各国の水と災害の問題について、皇太子
殿下のビデオメッセージを拝聴させて頂きました。その中で陛下は、「水と災害は，今や，
世界の持続可能な発展のため国際社会が正面から議論すべき主要課題の一つです。

皆さんと共に，私も災害の経験と教訓が世界に共有され，活用されるよう努力を続けて
いきたいと思います。」と仰られていました。このお言葉を踏まえて、私は、水と災害を身
近な問題として、災害はいつでも起きるものとして認識し、次の災害が起きた時に、これ
までの災害の経験と教訓を活かすことができるように、自分自身で考えなければならな
いことは何か、世界各国の水問題解決のためには、自分がどの様な行動をしなければ
ならないか、その答えを見つけることを自分の課題とし、考えて行きたいと思います。

今回の世界水フォーラムには、日本の6名の子どもの一人として参加しましたが、次回

はユースの一員として参加し、世界の水問題解決のために頑張っている仲間と共に、
水を考えて行きたいです。



田中 美穂
古代ローマ最大の水道橋 ポン・デュ・ガールの見学をしてきました！
（いえ、視察、です。）
私たちが普段何気なく使っている水が、アヴィニョンの町では
あんなに大きな水道橋を作らなければ供給できなかったというのには、
... とても衝撃を受けました。
水の大切さや、感謝の気持ちを持たなければな、と思いました。
また、橋がとても正確に造られていることにもびっくりです。
日本とは違った風景に、目が忙しい一日でした。

3月16日 世界遺産 ポン・デュ・ガール （水道橋）等を視察

小林 夕里子
今日は1日あっちこち見学しました。

バス運転手兼ガイドマンさんがいろんな説
明をしてくれました。
山登りもして、いい運動になりました。



重政 祐貴

本日ポンデュガール橋（アヴィニョンの水道橋）と、アヴィニョン
橋の視察をしました。
時間が少なくあまりじっくりと見学はできませんでしたが、

科学の進歩と現在の水道の構造のありがたさというか、素晴ら
しさを感じました。

住む場所によって貧富の差が生まれる理由・原因を知ることが
できた気がしました。また、水道橋から見る景色は最高でした

3月16日 世界遺産 ポン・デュ・ガール （水道橋）等を視察

仲野 健太郎
今日はTGVに乗って、アヴィニョンのポンデュガールを見学しました。ポンデュガールは

ローマ時代に建造された水道橋で、とても大きく、当時の数学、建築技術の発展の度合
いがとてもうかがい知れる建物でした。この水道橋がかかるガール川は透視度が高く、
気温が高かった今日は水温がとても心地よかったです。その後、アヴィニョンの市街地
へ移動し、昼食をとった後、アヴィニョン橋を見学しました。TGVの時間が迫っていて、あ

まり見学する時間がなかったですが、橋の上に立つと、その町の歴史の深さを感じまし
た。今日は、時間に追われてなかなかゆっくり見学する時間がなかったので、いつか
ゆっくり見学に行きたいです。



世界水フォーラム 公式ニュースレター（紙版）に日本の子どもたちの活躍が掲載！

Des jeunes japonais lors d’une conference
organisee par le Forum de l’eau coreeen.



Facebook ３月１９日に、「いいね！」 １００を突破！！！！！



worldwaterforum6.org
solutionsforwater.org

MERCI / THANK YOU
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